










な
お
文
中
に
所
属
館
名
を
特
記
し
た
以
外
の
「
江
戸
町
鑑
」
は
全
て

加
藤
貴
編
『
江
戸
町
鑑
集
成
』
（
東
京
堂
出
版
刊
）
に
よ
る
。

（
平
成
一
一
三
年
六
月
一
一
九
日
稿
）

以
上
見
て
来
た
町
鑑
の
記
述
か
ら
柄
井
家
は
寛
延
二
（
一
七
四
九
）

年
か
ら
寛
政
九
二
七
九
七
）
年
ま
で
は
確
か
に
龍
宝
寺
門
前
町
の
名

主
で
あ
っ
た
が
、
二
世
川
柳
時
代
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
名
主
の
職

を
失
い
家
も
明
け
渡
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
そ
れ
が
い

つ
の
年
か
は
不
明
だ
が
、
文
化
四
（
一
八
○
七
）
，
年
に
は
す
で
に
永
野

家
に
代
わ
っ
て
い
る
。

以
後
慶
応
二
年
刊
『
袖
玉
町
鑑
』
ま
で
、
原
田
家
が
続
き
、
明
治
一
一

年
刊
『
袖
玉
町
鑑
』
で
「
水
谷
五
郎
兵
衛
同
所
龍
宝
寺
門
前
」
と
な

る
の
で
あ
る
。

田
家
に
代
わ
る
。

こ
れ
が
柄
井
家
と
名
主
職
と
の
確
実
な
関
係
で
あ
る
。

五
前
島
和
橋
説
の
「
祖
父
図
書
が
享
保
七
年
龍
宝
寺
門
前
初
代
名
主
と

な
る
」
と
い
う
事
実
は
な
い
。

享
保
一
一
○
（
一
七
三
五
）
年
刊
の
『
続
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』
に

は
、
「
龍
宝
寺
門
前
町
名
主
五
兵
衛
」
と
あ
る
し
、
ま
た
柄
井
川

「
安
部
川
町
、
松
源
寺
門
前
、
善
照
寺
門
前
、
桃
林
寺
門
前
、
金
龍

寺
門
前
の
各
町
名
主
も
兼
ね
た
。
」
と
い
う
和
橋
説
の
記
述
は
一
部
「
桃

林
寺
門
前
、
金
龍
寺
門
前
」
は
事
実
で
あ
り
、
他
の
部
分
は
誤
り
で
あ
る
。

尾
藤
三
柳
先
生
は
『
川
柳
二
○
○
年
の
実
像
』
（
二
六
ペ
ー
ジ
）
で
、

「
す
べ
て
の
資
料
は
、
名
主
職
が
初
代
川
柳
の
八
右
衛
門
で
終
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
名
主
と
し
て
の
柄
井
家
は
、
そ
れ
以
後
世
襲
さ
れ

た
形
跡
は
な
く
、
継
が
れ
た
の
は
「
川
柳
」
の
名
跡
だ
け
だ
が
、
そ
れ

も
継
い
だ
の
が
「
長
男
」
は
お
ろ
か
実
子
で
あ
る
可
能
性
さ
え
は
な
は

だ
薄
い
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
見
て
き
た
よ
う
に
二
代
川
柳
ま
で
が
名
主
で
あ
っ
た
こ
と
は

町
鑑
か
ら
明
確
で
あ
り
、
八
右
衛
門
の
名
を
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
も

実
子
の
長
男
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
出
来
る
。

柳
の
父
が
名
主
に
な
っ
た
の
は
宝
暦
七
年
刊
『
菖
世
江
戸
町
鑑
』
の
記

述
か
ら
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

＊

１００


